
変則チ ュー ニ ングに よるギター伴奏 の可能性

一ギ ター未経験の教員志望学生 を対象 とした伴奏指導 実践 を通 して 一
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要約

　 小学校現場 において,子 ども達は,音 楽科の授業 はもちろんのこと,「 朝の会」や行事等,様 々な

機会 に歌を歌 う。その際に伴奏楽器 として用い られ る楽器 は,ピ ア ノ,キ ーボー ド,ギ ターな どがあ

るが,こ れ らの楽器 を苦手 とす る教員は少な くない。そ こで,筆 者 らは,楽 器 の技術 の乏 しい教師が

伴奏 を簡単にできるよ うになるために,コ ー ドネームに基づ く伴奏を前提 に,ギ ターを変則チューニ

ングに設定す る手立てに着 目した。先行実践 を参考に,将 来教員 を志望す る学生4名(い ずれ もギター

未経験者)を 対象 とした簡易伴奏法の指導を行った。本論文では,そ の経過 と成果 ・課題 を振 り返 り,

教員養成課程 の指導内容のひ とつ として変則チ ューニングによるギターの伴奏 を取 り入れ ることの可

能性 と課題 を明 らかに した。

キ ー ワー ド:ギ ター,変 則 チ ューニ ング,伴 奏,楽 器 未 経験 者,教 員養 成課 程

1.は じめ に

　 小 学校 にお い て,子 ども達 は,音 楽科 の授 業 は もち ろん の こ と,「 朝 の会 」 や行 事 等,様 々 な機 会

に歌 を歌 う。 そ の際,伴 奏 に用 い られ る楽器 と して,ピ ア ノ,キ ー ボ ー ド,ギ ター な どが あ るが,本

研 究 で は,ギ ター に よる伴 奏 に着 目す る。

　 ギ ター は,ポ ピュ ラー 音楽 分野 にお いて も,伴 奏 に最 も頻 繁 に活 用 され る楽器 のひ とつ で あ る。 本

井(1997)は,伴 奏 に ギ ター を使 った こ とに よ って,「 子 どもを乗 らせ る」 「歌 え!と 言 わ な くて も,

大 き な声 が 出て く る」 とい う報 告 を して い るが(p.24),こ う した様 子 は,多 くの若 者 が ポ ピュ ラー

音 楽 を好 ん でい る とい うこ と1)と 無 関係 で はな いだ ろ う。 さ らに,本 井 は,ギ ター の,弾 き なが ら動

く(歩 く)こ とがで きる点 に着 目 し,そ の具 体 的 な活用 例 と して 「児童 の近 くで歩 き回 りなが ら伴 奏

す る こ とで,一 人 ひ と りの観 察や個 別 指 導が で き る こと」 を挙 げて い る(pp.25-32)。

　 しか しな が ら,実 際 の学校 現 場 で は,ギ ター で伴 奏 をす るこ とがで き る教 員 の存在 は限 られ てい る。

これ に は,ギ ター で伴 奏 す るた めの演 奏 技術 の習 得 が,あ る程 度 の時 間 を要す る もの で あ るた め,教

員 養成 課 程 にお いて もあま り取 り上 げ られ なか った こ とが影 響 してい る と考 え られ る。 も し,ギ ター

伴 奏 の技 術習 得 が よ り容 易 になれ ば,こ れ を教員 養成 課程 の指 導 内容 に含 め る こ ともで き るか も しれ

ない。
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　以上の関心に基づき,筆 者 らが着 目したのは,変 則チューニング2)を 活用 した伴奏法である。変則

チューニングの中には,「 オープ ンD」 「オープンG」 と呼ばれ る,開 放弦のみ によって特定のコー ド

が響 くチ ューニングがあるが,こ れ らはギターを得意 としない人が容易に伴奏 を行 うための手立ての

ひ とつ としても有効であ り,近 年 では,常 楽(2011),吉 田(2011),本 間(2009)に よって実践が報

告 されている。 また,常 楽,吉 田は,そ のよ うな変則チューニングを活用す る際の,様 々な支援につ

いて も提案 してお り,寺 内(2013)は,そ のための新たな変則チューニングを考案 している。筆者 らは,

先行実践で示 された方法を参照 し,ギ ター未経験の教員志望者 を対象 とした指導実践 を試みた。そ し

て,そ の実践経過 と成果 ・課題 をもとに,変 則チ ューニ ングによるギターの伴奏 を教員養成課程の指

導内容のひ とつ として取 り入れ ることの可能性 を考察 した。

2.本 実践 で採用 した伴奏法

　本研究の実践では,3つ の特徴 を持 った伴奏法 を採用 した。1点 目は,五 線譜やタブ譜ではな くコー

ドネームに基づいていること,2点 目は,ギ ター を得意 としない人が容易に伴奏を行 うための手立て

として変則チ ューニ ングを採用すること,3点 目は,先 行実践にみ られ るギター初心者のためのい く

つかの支援 を活用す ることである。本章では,そ れぞれの特徴の詳細 と,そ れ らを採用 した理由を述

べ る。

2.1コ ー ドネームに基づ く伴奏

　本研究の実践では,五 線譜や タブ譜ではな くコー ドネームに基づいて伴奏 をす ることとした。歌の

拍 に合 わせ,適 切な和音(コ ー ド)を 奏す るこの方法は,五 線譜や タブ譜 よりも読譜が容易であ り,

様々な楽器 において広 く採用 されてい る伴奏法のひ とつである。 また,こ の方法を採用す ることの利

点 として,汎 用性の高 さも挙げ られ る。現在,伴 奏譜 としても広 く用い られている,一 般的に 「歌本

(うたぼん)」 と呼ばれ てい る歌集3)で は,歌 詞 にコー ドネームのみが付 され る形で掲載 され てい る

場合 が多い(図1)。 また,五 線譜やタブ譜が記 されている伴奏譜 であって も,多 くの場合 はコー ドネー

ムも付記 されてい る。

Am　 　　　 F　 　　　 G　 　　　E　7

わた しの　 部屋 に　 遊びに　来てね

Am　 　　　　F　　　　　G　 　　　C

美味 しい　 無花果 　 とれた　 のよ

図1歌 詞 にコー ドネームが付 された伴奏譜の例(歌 詞は架空のもの)

2.2本 研究の実践で採用 した変則チューニング

　本研究の実践では,常 楽,吉 田,寺 内の提案 を参照 し,3種 の変則チューニングを活用 した。変則

チューニ ングを有効に活用すれ ば,バ レー4)を 平行移動するだけで様 々な コー ドを奏す ることができ

るが,こ のことは,ギ ター を得意 としない人が容易 に伴奏を行 うための手立て として有効だ と考えら
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れ る。 一般 的 なチ ュー ニ ン グ(レ ギ ュ ラー チ ュー ニ ン グ とも呼 ばれ る)で は,左 手5)の 指使 い が コー

ドに よっ て異 な るた め,様 々 な指使 い を覚 えな けれ ば な らない が,開 放 弦 で特 定 の コー ドを奏す る こ

とが で きるチ ュー ニ ン グにお い ては,バ レー とい うた った一 つ の指使 いだ けで様 々な コー ドを奏す る

こ とが で き るので あ る。

　 こ こで は,本 研 究 で採 用 した3種 の変則 チ ュー ニ ン グの詳 細 と,そ れ ぞれ の利 点 ・問題 点 につ いて

述 べ る。 なお,い ず れ の変 則 チ ュー ニ ン グも,す べ ての調 を基調(開 放 弦 のみ に よっ て響 く和音 が主

和音 とな る調)と す る こ とが で きるが,こ こでは,基 調 をFに 設 定 した場合 につ い て述 べ る。

　 第1の チ ュー ニ ングは,レ ギ ュ ラー チ ュー ニ ン グのい くつ か(あ るいは全 て)の 弦 を異 な る音 高 に

合 わせ,開 放 弦 を長 三和 音 あ るい は短 三和音 に設 定 した もの であ る(図2)。

図2　 開放弦を長三和音あるいは短三和音に設定 したチューニング

　 このチ ューニ ングの利点は,バ レーのみで様々なコー ドを奏するこ とができることである。一方,

問題点 としては,長 三和音のみ,あ るいは短三和音 のみのいずれか しか和音 を鳴 らす ことができない

とい うことである。 これ は,開 放弦が長三和音か短三和音のいずれかに設定 されていることによるも

のである。

　第2の チ ューニングは開放弦 を和音の根音 と第5音 のみで構成 し,和 音の長短に関係 な く演奏でき

る よ うに設 定 した もの であ る(図3)。

図3開 放弦 を和音の根音 と第5音 のみで構成 したチューニ ング

　 このチューニングの利点は,長 三和音 であろ うと短三和音であろ うと対応できることである。和音

の長短 を決定づ ける和音構成音の第3音 を含ませないことによって,第1の チューニングの問題点を

解決 している。 しか しなが ら,第3音 が含まれていない ことによって,響 き自体がやや空虚な ものに

なって しま うとい う問題点 も生 じて しま う。

　第3の チューニ ングは,和 音の長短それ ぞれの第3音 を遠い位 置(第1弦 の位置 と第6弦 の位置)

に配 し,長 三和音,短 三和音 を区別 して演奏 できるよ うに設定 した ものである(表1)。 このチ ュー

ニングでは,第1～4弦 付近を弾けば長 三和音を奏す ることができ,第3～6弦 付近 を弾けば短三和

音 を奏す ることができる。F調 を基調 とした場合,開 放弦 のままでFとFmを 区別 して鳴 らす ことが

できる(図4・5)。

一37一



表1和 音構成音の第3音 を,長 短それぞれの遠い位置に配 したチューニング

弦の位置

第1弦

第2弦

第3弦

第4弦

第5弦

第6弦

音高 和音構成音

第3音

(長三和音)

根音

第5音

根音

(最低音)

根音

第3音

(短三和音)

用 い る

弦 の太 さ6)

第2弦

(B線)

第1弦

(E線)

第4弦

(D線)

第6弦

(E線)

第1弦

(E線)

第3弦

(G線)

図4　 長三和音 を鳴 らしたい時の弾 く位置(丸 で示 した位置,第1～4弦 付近)と ,

　 　　 　　 　　 　　 　　 その場合に鳴る長三和音(F)
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図5短 三和音を鳴 らしたい時に弾 く位置(丸 で示 した位置,第3～6弦 付近)と,

　　　　　　　　　　　 その場合に鳴る短三和音(Fm)

　このチューニ ングの利点は,長 三和音 と短三和音 を区別 して演奏できることである。 問題 点 として

は,長 三和音,短 三和音によって右手の弾 く位置 を変 えなければな らないため,第1・ 第2の チュー

ニングに較べ,難 易度が高いこと,ま た,弦 を張 り替えなければならないため,レ ギュラーチ ューニ

ングとの切 り替 えに手間がかかることが挙げ られ る。

　以上 をふ まえ,本 研究の実践 では,第1の チューニングか ら第3の チ ューニングまでを,歌 に用い

られ るコー ドや学習者の到達度に応 じて,段 階的に活用することとした。

2.3ギ ター初 心者 の ため の支 援

　 先行 実 践 では,こ れ ま でに述 べ た伴奏 を初心 者 が行 うため の有効 な手 立 てが い くつ か示 され て い る。

ここで は,本 研 究で筆 者 らが 実践 の 際 に採 用 した支援 を3点 挙 げ る。

　 1点 目は,バ レーの た め補 助 具 を使 用 す る こ とで あ る。 バ レー は,初 心者 に は困難 な技 術 で あ る。

す べ ての弦 を指1本 で押 さえ る こ と自体 が難 しく,ま た,こ れ を連続 して行 うこ とに よっ て指 に痛 み

を感 じて しま う。 常楽,吉 田,寺 内 は,そ れ ぞれ,こ の 困難 さに対応 す るた めの補助 具 を紹 介 して い

るが,本 実践 で は,そ の 中か ら,市 販 の ホー スに切 れ込 み を入れ た もの を採 用す る こ とと した(図6)。

2点 目は,各 コー ドの位 置 をわ か りや す くす るた め,ギ ター のネ ック部分 に シール を貼 ってお く こ と

であ る(図7)。 この 支援 は,常 楽(2011)の 実践 で提 案 され て い る(p.62)。3点 目は,右 手 の奏 法

に対 す る支援 と しての,し ゃ も じの使用 であ る。右 手 は,通 常,指 先 で奏 す るか,ピ ック を用 い て奏

す るか の どち らか で あ る。 しか し,吉 田(2011)は,小 さな ピックを軽 く握 って奏 す る こ とが 困難 な

奏者 のた めの支 援 と して,し ゃ も じに ピ ック を装 着す る こ とを提 案 してい る(p.99)。 この 方 法 は,

本 間(2009)の 障 害者 を対象 と した 実践 に おい て も試 み られ て お り,持 ちや す く,ス トロー クが安 定

す る とい った成 果 が報 告 され てい る(pp.4-5)(図8)。 本研 究 の 実践 で は,し ゃ も じに ピ ック は装着

せ ず,し ゃ も じそ の もの を用 い る こ とと した。
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葦

図6市 販のゴムホースに切れ込みを入れたもの

図7　 コー ドの位置 を示すためのシール

図8　 しゃも じに よるス トロー ク

3　実践報告

　筆者 らは,前 章で述べた伴奏法 を活用 した指導実践 を行 った。学習者 は教員養成課程に在学す るギ

ター未経験の大学生4名,指 導時間・回数は90分 を3回,指 導者は筆者 ら2名 であった。アコーステ ィッ
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クギ ター とエ レキ ギ ター の 両方 を用 い,歌 に よって はデ ィス トー シ ョン効果7)を 付 け る こ ともあ った。

到達 目標 は,歌 の伴奏 が で き るこ と,具 体 的 には,単 純 な ス トロー ク8)に よっ て適切 な和 音(コ ー ド)

を拍 の流 れ に合 わせ て奏 す る こ とが で きる よ うにな る こ とであ る。 また,学 習者 へ は,事 前 ・事 後 ア

ンケー ト,フ リー トー ク形 式 に よる事 後イ ンタ ビュー を実施 し,実 践 の感 想 や,将 来教員 にな った 時

の活 用 の可能性 な どを調 査 した。 本 章 では,そ の実 践 の詳 細 を述 べ る。

3.1選 曲

　本実践では,学 習者がギター未経験者であることか ら,用 い られているコー ドの種類が少な く,指

の移動が頻繁でない ものを中心に取 り上 げるこ ととした。第1時 の実践では,小 学校現場で子 ども達

がよく歌 うレパー トリーを中心 とした歌を(表2),第2・3時 の実践では,各 学習者 が自分の関心の

ある歌 を選んで取 り組んだ(表3)。

表2　 第1時 の実践で取 り上 げた歌9)

曲名

《茶色の小びん》

《この木なんの木》

《森 の くま さん》

《パ フ》

《あの青い空のように》

《ジン グル ベ ル》

《カ ン ト リー ロ ー ド》

《少年時代》

《Let　it　be》

《Amazing　 grace》

《情熱の薔薇》

《チ ェ リ ー 》

作詞

(日本語版作詞)

イー ス トバー ン

(芙龍 明 子)

伊藤アキラ

ア メ リカ 民謡

(,馬場祥弘)

Rヤ ー ロ ウ ・

L.リ プ トン

(中 山知子)

丹羽謙次 ・潤子

J.ピ アポ ン ト

(宮沢 章 司)

B.ダ ニ フ

(本名 陽 子)

井上陽水

作曲

イ ー ス トバ ー ン

小林亜星

アメ リカ民謡

Pヤ ー ロ ウ

丹羽謙次

J.ピ ア ポ ン ト

Tナ イ ヴ ァー ト

井上陽水

平井夏美

レ ノ ン=マ ッ カ ー トニ ー

J.ニ ュ ー ト ン 不詳

甲本 ヒロ ト

草野正宗

テンポ

」=110程 度

J=llO程 度

」=llO程 度

」=120程 度

」=120程 度

」=120程 度

」=128程 度

」=70程 度

」=70程 度

」=60程 度

」=80程 度

」=80程 度

調 性 と用 い られ て い る
コー ド

ハ 長 調:C,F,G

ハ 長 調:C,F,　 G

ハ 長 調:C,F,　 G

ハ 長 調:C,F,　 G

へ 長 調:F ,Bb,C

へ 長 調:F ,Bb,C

へ 長 調:F ,Bb,C,　 Dm

ハ 長 調:C,E,　 F,　G,　Am

ハ 長 調:C,F,　 G,　Am

ハ 長 調:C,Em,　 F,　G,　Am

へ 長 調:F,Bし,C,　 Dm

ハ 長 調:C,Em,　 F,　G,　Am
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表3第2・3時 で各学生が選んだ歌

学
習
者
A

学
習
者
B

学
習
者
C

学
習
者
D

曲名

《夏色》

《情熱の薔薇》

《チ ェ リ ー 》

《サザエ さん》

《栄光の架橋》

《夏色》

《情熱の薔薇》

《なごり雪》

《い としの エ リー》

《翼 をくだ さい》

《全力少年》

《夏色》

《情熱の薔薇》

《なご り雪》

《CHER.RY》

《ラ ヴ ・イ ズ ・オ ー ヴ ァ ー 》

《壊 れ か けのRadio》

《にんげんていいな》

《夏色》

《情熱の薔薇》

《なご り雪》

《CHER.RY》

《キセ キ》

《見上げてごらん夜の星 を》

作詞 作曲

北川悠仁

甲本 ヒロ ト

草野正宗

林春生 筒美京平

北川悠仁

北川悠仁

甲本 ヒロ ト

伊勢正三

桑田佳祐

山上路夫 村井邦彦

大橋卓弥 ・常田真太郎

北川悠仁

甲本 ヒロ ト

伊勢正三

YUI

伊藤薫

徳永英明

山口あか り 小林亜星

北川悠仁

甲本 ヒロ ト

伊勢正三

YUI

GReeeN

永六輔 いずみた く

テンポ

J=80程 度

」=80程 度

」=80程 度

」=100程 度

」=60程 度

」=80程 度

」=80程 度

」=60程 度

」=70程 度

」=80程 度

J=100程 度

」=80程 度

」=80程 度

」=60程 度

」=90程 度

」=60程 度

」=60程 度

J=100程 度

」=80程 度

」=80程 度

」=60程 度

」=90程 度

」=75程 度

」=75程 度

調 性 と用 い られ て い る
コー ド

ハ 長 調:C,E,　 F,　G,　Am

へ 長 調:F
,Am,　 Bレ,C,　 Dm

ハ 長 調:C,Em,　 F,　G,　Am

ハ 長 調:C,Dm,　 F,　G

ハ 長 調:C,Em,　 E,　F,　G,

Am

ハ 長 調:C,E,　 F,　G,　Am

へ 長 調:F,Bレ,C,　 Dm

へ 長 調:F
,Bレ,C,　 Dm

ハ 長 調:C,Dm,　 Em,　 F,　G,

Am

ハ 長 調:C,D,　 Em,　 F,　G,

Am,　 Bレ

ハ 長 調:C,Dm,　 Em,　 F,　Fm,

G,Am

ハ 長 調:C,E,　 F,　G,　Am

へ 長 調:F ,Bb,C,　 Dm

へ 長 調:F ,B,C,　 Dm

へ 長 調:F ,Gm,鳶,C,　 Dm

ハ 長 調:C,Dm,　 Em,　 F ,　G,

Am

へ 長 調:F,Bb,C,　 Dm

ト長 調:G,A,　 Bm,　 C,　D

ハ 長 調:C,E,　 F,　G,　Am

へ 長 調:F
,Bレ,C,　 Dm

へ 長 調:F ,Bレ,C,　 Dm

へ 長 調:F ,Gm,　 Bレ,C,　 Dm

ハ 長 調:C ,Dm,　 Em,　 E,　F,　G,

Aレ,Am,　 Bレ

へ 長 調:F
,Gm,　 G,　Am,　 A,

Bレ,C,　 Dm,　 D
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3.2長 ・短三和音 以外の和音への対処

　前章で提案 した方法では,最 も多 くの和音を使い分 けることのできる第3の チ ューニ ングを用いた

として も,長 三和音 と短三和音以外 の和音 を奏することがで きない。そのため,長 ・短三和音以外の

和音が含まれ る歌の伴奏 をす るためには,省 略や変更による簡易化が必要 となる。本実践 において も,

指導者が適宜コー ドの簡易化を行っている。ただ し,簡 易化には決定的な方法があるわけではないた

め,ケ ースバイケースで対応 しなけれ ばな らない。 ここでは,そ の中か ら3つ の例について述べ る。

・七の 和音(7th ,　M7th)に つ いて は,第7音 を省 略 した 形 の和 音 で代用 す る(G7の 場 合,　Gで

代 用す る)。 九 の和音(9th)や 十 一 の和音(11th)な どのテ ンシ ョンコー ドにつ いて も同様 に,

第7音 とテ ン シ ョン ノー ト(根 音 か ら複音 程 を成 す和 音構 成音)を 省 略す る。

・和 音 の機能 が明 らか な場 合 は ,同 じ機 能 の和 音 に置 き換 えて代 用す る。 例 え ば,ハ 長調 の 曲 に

Bdimが 登 場 した場合,こ の和 音 の機 能 は ドミナ ン トに な るの で,同 じ機 能 を持 つGに 置 き換

え る。

・ごく一 瞬 ,経 過 的 に用 い られ てい るコー ドにつ い て は省略 す る。

3.3実 践の経過

　 ここでは,実 践の経過 を記す。 なお,実 践は,途 中に休憩を5分 程度取 りながら進 めた。

3.3.1第1時:2013年7月16日 　 18:00-19:30

　 第1時 で は,比 較 的 コー ドの数 が少 ない 歌 の伴奏 が で き る こ とを 目標 に,第1の チ ュー ニ ン グ(図

2),第2の チ ューニ ング(図3)を 採用 して実 践 を行 った。 経過 は次 の通 りで あ る。

① 　コー ドネーム,演 奏方法等の簡単な説明(約3分)

② 　指導者 による範奏(約12分)

③ 　学習者 による伴奏の練習(約30分)

④ 　指導者 による範奏(約10分)

⑤ 　学習者 による伴奏の練習(約30分)

　①②では,コ ー ドネームと演奏方法の簡単な説 明を行い,指 導者による範奏を示 した。 ここでは,《茶

色 の小 び ん》,《森 の くま さん》,《パ フ》,《あの青 い 空の よ うに》,《ジ ングルベ ル 》,《カ ン トリー ロー

ド》 の6曲 を取 り上 げた。 ③ で は,学 習者 に よる伴 奏 の練 習 を行 っ た。伴 奏 の練 習 の導入 と して,バ

レー の指使 い に慣れ るた め,バ レー を用 い る コー ドを うま く鳴 らす こ とを 目標 と した練習 を挿 入 した。

伴 奏 の練習 で は,歌 のパ ー トを指 導者 が担 当 し,学 習 者全 員 が一 斉 に伴奏 す る方 法 を採 っ た。 ④ ⑤ で

は,③ と同様 の方法 で 《この木 な んの木 》《少年 時代 》《Let　it　be》 《Amazing　 Grace》 《情 熱 の薔薇 》《チ ェ

リー》 の6曲 を取 り上 げた。

3.3.2第2時:2013年7月17日 　 18:00-19:30

　 第2時 で は,学 習 者 自 らが選 ん だ歌 を1人 で伴 奏 で き る こ とを 目標 に,第1の チ ューニ ング(図2),
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第2の チ ュー ニ ン グ(図3)を 採 用 して 実践 を行 った。 経過 は次 の通 りであ る。

①　伴奏に取 り組む歌の選曲(約10分)

② 　第1時 に演奏 した歌の復習(約10分)

③　選択 した歌 を全員で練習(約20分)。

④ 選択 した歌 をそれぞれ 自主練習(約10分)

⑤　伴奏を発表(約30分)

　①では,『ベス トヒッ ト大全集2012年 版』(ゲッカ ヨ編集部特別編集,ブ テ ィック社)な どの歌集か ら,

学習者 が自らの興味関心に基づいて選 曲 した。②では,前 回演奏 した歌の復習 を行 った。③ では,選

択 した歌の練習を行った。選択 した歌は学習者 によって異なるが,こ こではそれ らを全員一斉 に練習

した。④では,選 択 した歌の自主練習 を行 った。⑤では,学 習者が1人 ずつ ,選 択 した歌を1人 で伴

奏 した。その際,歌 のパー トを担当 したのは,伴 奏者以外の学習者 と指導者であった。

3.3.3第3時:2013年10月15日(学 習 者A),16日(学 習者B・C),22日(学 習者D)18:00-19:30

　 第3時 で は,学 習者 自 らが選 んだ 歌 を1人 で伴 奏 で きる こ とを 目標 に,第3の チ ュー ニ ング(表1),

を採 用 して 実践 を行 った。 なお,第3時 は,学 習 者4名 を,1名 な い し2名 に分 けて実 践 した。 経 過

は次 の通 りであ る。

①　演奏方法の説明(約5分)

②　伴奏に取 り組む歌の選 曲 と練習(約55分)

③　伴奏を発表(約30分)

　①では,演 奏の方法を説明 した。 これは,第3の チューニング(表1)で は,第1・2時 で扱ったチュー

ニングと演奏方法が若干異な ることか ら,そ の違いを説明す る必要があったか らである。②では,各

自伴奏 に取 り組む歌の選 曲と練習を行 った。ある程度テンポを保 って演奏できるよ うになった段階で,

自動演奏による ドラム伴奏 に合わせた練習 も行った。③では,第2時 の⑤ と同様,指 導者や他 の学習

者が歌のパー トを担 当し,1人 で伴奏を行った。

3.4成 果

　 ここで は,筆 者 らの観 察や,事 前 ・事 後 ア ンケー ト,事 後 イ ン タ ビュー を も とに,実 践 の成 果 を次

の2つ の観 点か ら考 察す る。1つ 目は ,演 奏 の評価 であ る。2つ 目は,各 学 習者 の意識 の変化 で あ る。

3.4.1演 奏の 評価

　 まず,演 奏 の評価 につ いて述 べ る。前 述 した よ うに,本 実践 の到 達 目標 は,単 純 な ス トロー クに よ っ

て適 切 な和音(コ ー ド)を 拍 の流 れ に合 わせ て奏 す る こ とが で き るよ うにな る こ とで あ る。 そ のた め,

「和音(コ ー ド)が 正 し く奏 され て い るか 」 「安 定 したテ ンポで 奏 され て い るか 」 とい う2つ の観 点

で評価 した。結 果,す べ ての学 習者 が,取 り組 んだす べ ての歌 につい て達成 す る こ とがで きた。 特 に,
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「安定 したテンポで奏 されているか」 とい う点については,最 も難易度の高い第3の チューニングに

取 り組んだ第3時 の実践 において,一 定のテンポで奏 され る自動演奏の ドラムパー トと合 わせ た伴奏

ができていた ことによってもその達成が示 されていると言 えるだ ろう。 また,事 後イ ンタ ビューか ら

は,学 習者 自身 による自己評価の高 さも窺 える。学習者か らは,「簡単にギターで曲を演奏できたため,

楽 しさを感 じられ,充 実感 も得 ることができた」「練習す る うちに慣れてきて,た くさんの曲の伴奏

ができるよ うになって嬉 しい」 といった感想が挙がった。

　 しか しなが ら,い くつかの細かい点については困難 さもみ られた。若干のコー ドの ミス,コ ー ドチェ

ンジのタイ ミングの曖昧 さは,全 学習者 に見 られた。また,あ る学習者は,第3時 において,メ ジャー

コー ドとマイナーコー ドを弾き分ける際の右手のス トロー クが安定せず,時 折6本 すべての弦 を弾い

て しまい濁った響きになることがあった。 しか し,い ずれ も,合 わせて歌 を歌 うには支障のない程度

であった。

3.4.2各 学習者の意識の変化

　 ここでは,各 学習者の意識の変化 について考察 したい。ア ンケー トでは,「 子 どもたちの歌の伴奏

をす ることに不安はあ りますか」 とい う問いを設けたが,全 員,こ の点については実践をとお して 自

信 をつけていったことが窺える(表4)。 実践後 も 「少 し不安」 と回答 した学習者が2名 いた ものの,

その2名 も含 めた全員が,事 後インタビューで 「学校現場でぜひ活用 してみたい」 と話 していた。 こ

の意 見か らは,今 持っている不安 を乗 り越 えてい けるとい う自信 が感 じられ る。 また,3.4.1で 述べ

た ように,伴 奏の技術的到達度が十分であったことを考慮すれば,こ の不安は,技 術不足 よりも,む

しろ経験不足から引き起 こされた可能性が高い と考えることもできる。

　表4　 「子 どもたちの歌の伴奏 をすることに不安はあ りますか」の問いに対す る回答

(選択肢は,「 とても不安」「少 し不安」「あま り不安はない」 「全 く不安 はない」の4段 階)

学習者A

学習者B

学習者C

学習者D

実践前

とて も不安

とて も不安

少 し不安

少 し不安

実践後

少 し不安

少 し不安

あま り不安はない

全 く不安 はない

　学習者 の感想 の中には,「 このよ うな方法がなければ,私 はギターを弾いてみ よ うとは思わなかっ

ただろ う」 「レギュラーチューニングに よるギター にも挑戦 した くなった」 といった,本 実践が楽器

との精神的な距離 を縮 めた ことを窺わせ るもの もあった。 また,「 『伴奏 といえばピアノ』だと考 えて

いたため,自 分には歌の伴奏はできないと考 えていたが,こ れな ら子 ども達 と一緒に音楽を楽 しむ こ

とができる」 といった,伴 奏するとい う行為に対す る認識が変わった ことを示す感想 も挙がった。

4.考 察

本章では,変 則チ ューニ ングによるギター伴奏を,教 員養成課程の指導内容のひ とつに位置づける
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ことの可能性を検討す る。そのために,本 実践で採用 した伴奏法がギター未経験者 にとって適切 だっ

たか,実 践経過で どの ような課題 がみ られたか とい う点に着 目して考察す る。

　まず,前 章の成果か らわかるよ うに,ギ ター未経験者だった学習者たちは,僅 か3回 の実践で,実

に数多くの歌の伴奏ができるよ うになった。 このことは,本 研究で採用 した伴奏法が,ギ ター未経験

者に とって有効な方法であったことを示 している。 さらに,実 践において,学 習者 らは,伴 奏のみな

らず,弾 き歌いに も挑戦 し,数 多 くの曲について弾 き歌いできるよ うになっていたが,こ れは筆者 ら

の想 定を越 えた結果であった。また,本 実践で採用 した方法は,3回 の実践で取 り組んだ歌のみならず,

その後 自らが伴奏に取 り組 んでい くためにも有効 である。学習者たちは 「(本実践では2名 の指導者

がいたが,こ れか らは)指 導者がいなくて も独習できそ うだ」 とい うことを口々に語 っていた(事 後

イ ンタ ビューよ り,括 弧内は筆者補足)。 以上の ことか ら,本 実践で採用 した伴奏法は,ギ ター未経

験者 にとって十分に適切だった と考え られ る。

　次に,実 践経過でみ られた課題 を2点 挙 げる。1つ は移調 である。本 実践では,Fま たはCを 基調

としてチ ューニング したギター を使用 した。 これ らは,F調,　 C調,あ るいはそれ らの近親調 の歌の

伴奏には適 しているが,そ うでない調 の歌 の伴奏 には適 していない。そのため,本 実践では,F調,

C調 以外 の歌については,そ のいずれかの調に移調 して取 り組んだ。も う1つ は ,3.2で 述べた ような長 ・

短三和音以外の和音への対処である。 これ らを行 うためには,あ る程度の楽典 ・和声の知識や,あ る

いは伴奏の経験が必要であ り,伴 奏初心者 にとってはやや難 しい と言えるだろ う。

　また,本 研究では,少 人数 を対象 とした実践を行ったが,こ れ を教員養成課程の指導内容に位置づ

けようとすれば,実 際の学習者の人数 に合わせた配慮が必要 となって くる。その場合,学 習環境や指

導法の再検討 も不可欠である。 これ らの点 については,今 後の研究 ・実践 を通 して検討 していきたい。

5.お わ りに

　本研 究で取 り上げた伴奏法は,ギ ター演奏の伝統を重ん じる立場か らすれば 「邪道」 と見做 され る

か もしれない。そ うした態度の根 にあるのは 「ギターで伴奏を しよ うとす るな ら,レ ギュラーチュー

ニングで正 しい奏法の練習をするべきだ」 とい う考えである。 もちろん,楽 器の伝統的な方法での演

奏を身に付けることが重要であることは言 うまでもない。特に,そ の楽器 を本格的に習得 しよ うとす

る人,そ の楽器の専門家を 目指す人にとっては,そ の価値は極 めて大 きいだろ う。だが,筆 者 らの今

回の実践の 目的は,ギ ターの本格的な習得ではなく,小 学校 の様 々な場面で行われ る伴奏が簡単に一

最小の努力で一できるようになることであった。

　 この ことは,「 歌 を歌 う」 とい う機会 を通 じて,児 童 と教員が望 ま しい関わ りを築いていける可能

性 にもっながることである。楽器演奏に 自信 のない教員が,模 範的な伴奏が録音 され た音源の再生ボ

タンを押す とい う作業 のみを行い,児 童 だけに 「歌わせて」いる一 この よ うな光景は,残 念なが ら,

小学校現場では珍 しい ものではない。今回,研 究に協力 してくれた教員志望学生4名 に,伴 奏技術 の

向上のみな らず,意 識の変化 がもた らされたことは,筆 者 らにとって大きな意義 を感 じさせ る結果 で

あった。「伴奏=ピ アノ」「伴奏=長 期間の訓練 を経た人だけができる特殊技能」 とい う固定概念 を捨

てた学生たちは,将 来の教育現場でも,自 分 の持て る技術 を活か し,児 童 とともに音楽を楽 しんでい

くだろ う。
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　最後に,本 研究の背景にあった発想 について も述べておきたい。従来の楽器習得の過程 においては,

「人が楽器 に合わせ る」 とい う発想 に重きが置かれが ちで,「 楽器を人 に合 わせ る」 とい う発想はあ

ま り顧み られ ることがなかった。 それに対 し,本 研究では 「楽器 を人 に合 わせる」 とい う発想 が反映

されている。それ は,こ こで取 り上げた常楽,本 間の先行実践 が,そ れぞれ特別支援教育,障 害者施

設 におけるものだった ことと無関係ではない。 こ うした現場では,モ ノや環境 を,い かに人にふ さわ

しい形 に合わせてい くかに常に関心が注がれ ているか らだ。人 と音楽 との関係が多様化の一途 を辿っ

ている今,「 楽器を人に合わせ る」 とい う発想は,ま すますその意義 を高めてい くよ うに思える。

注

1)　 多 くの 若 者 が ポ ピュ ラー 音 楽 を好 ん で い る とい う傾 向 は,杉 江(1999,2008),川 西 ・奥(2004)の 調 査 に よ っ て

　 　 も 明 らか に され て い る。

2)　 ギ タ ー の 一 般 的 なチ ュ ー ニ ン グ(レ ギ ュ ラー チ ュ ー ニ ン グ)と は 異 な る チ ュー ニ ン グ。 変 則 チ ュ ー ニ ン グ,オ ー

　 　 プ ンチ ュー ニ ン グ な ど と呼 ばれ て い る(本 論 文 で は,変 則 チ ュ ー ニ ング とい う呼 称 を用 い る こ と とす る)。

3)歌 の 歌 詞 と コー ドネ ー ム が 記 され た本 。 特 定 の年 の 流 行 歌,カ ラ オ ケ で人 気 の あ る歌,海 外 の 有 名 な 歌 ア ニ メ

　 　 ソ ン グ な ど,様 々 なテ ー マ で選 曲 され た もの が,複 数 の 出版 社 か ら出版 され て い る。

4)バ レー と は,左 手 の指1本 で す べ て の 弦 を押 さ え る奏 法 の こ とで,セ ー ハ と も呼 ばれ る。 素 手 の 場 合 は人 差 し指,

　 　 ス ライ ドバ ー を用 い る場 合 は薬 指 や 小 指 が 用 い られ る こ とが 多 い。

5)本 稿 中 に 登 場 す る 「右 手 」 「左 手 」 とい う語 句 は,す べ て右 利 き用 の ギ ター にお け る も の で あ る。 左 利 き 用 の ギ ター

　 　 の 場 合 は 左 右 が 逆 と な る。

6)　 この チ ュー ニ ン グで は,通 常 とは 異 な る 太 さの 弦 を選 ぶ 必 要 が生 じ る。 レギ ュ ラ ー チ ュー ニ ン グで は,第6弦 の

　 　 位 置 か ら第1弦 の位 置 に か け て 弦 の 太 さの順 に 張 る が,こ の チ ュー ニ ン グ で は,第6弦 か ら第1弦 に か け て順 序

　 　 良 く音 が 高 くな って い くわ け で は な い た め,そ れ ぞ れ の 高 さに ふ さ わ しい太 さの弦 を 張 る 必 要 が 生 じる。

7)音 を 歪 ませ る 効 果。 ギ ター ア ン プ に エ レキ ギ ター の 音 を過 大 入 力 す る,エ フ ェ ク タ ー な どの 音 響 機 器 を用 い る と

　 　 い っ た 方 法 が あ る。

8)右 手 で複 数 の 弦 を 一 度 に 弾 く動 作 。 上 か ら下 に振 り下 ろ す 「ダ ウ ンス トロー ク」 と,下 か ら上 に振 り下 ろす 「ア ッ

　 　 プ ス トロー ク」 に 大 別 され る。

9)表 中 に 記 載 した テ ンポ,調 性,用 い られ て い る コー ドは,本 実 践 で 演 奏 した 際 の もの で あ る。 そ の た め,原 曲 の

　 　 設 定 とは異 な っ て い る場 合 も あ る(表3に つ い て も同様)。
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